
第四号の二の二書式（第十七条の十五関係） 

（表面）                 （記入例） 

           工 事 監 理 報 告 書 

工 事 監 理 を 終 了 し ま し た の で 、 建 築 士 法 第 ２ ０ 条 第 ３ 項 の 規 定 に よ り 、

その結果を報告します。 
平成  年  月  日 

              （   ）建築士    （   ）登録第         号 
                   氏 名                   印 

 
          （   ）建築士事務所（   ）知事登録第           号 

           名 称 
           所在地 
                             電話         番 

建築主    殿 
建築物の名称及 
び所在地 

○○○ ハイム 
 市川市○○町―×―× 

工事種別 市川太郎 邸 
○新築・増築・改築・大規模の修繕・大規模の模様替 

建築確認番号 第 ○○○ ○○○○○○ 号 
建築確認年月日 平成◇◇年○○月○○日 

工事期間 平成◇◇年○○月○○日から平成◇◇年△△月△△日まで 
変更年月日 変更された設計図書の種類 変更の概要  

工事期間におけ 
る主要な設計変 
更 
 

◇.○.○ 
◇.×.× 
◇.△.△ 

 

①基礎伏図 
②配置図 
③床面積求積図、平面図

地盤調査の結果、布基礎をべた基礎へ変更 
配置寸法を変更した 
間取りを変更し、床面積を変更した 

 
確認年月日 

建築材料、 
建築設備等 
の名称及び規格 

名称及び規格が定

められている設計

図書の種類 

 
確認方法の概要 

 

 

主要な建築材料 
、建築設備等が 
設計図書のとお 
りであることの

確認 

 
 
 

 

長期優良住宅の認定基

準に係る工事材料、建築

設備についても記入し

てください 

長期優良住宅

認定図書およ

び図書省略さ

れた認定書等 

目視、出荷証明書又は

保証証により確認 
 
 

 
確認年月日 

 
確認事項 

確認事項が定め

られている設計

図書の種類 

 
確認方法の概要 

 
主要な工事が設 
計図書のとおり 
に実行されてい 
ることの確認 

 
 
 
 
 
 

長期優良住宅の認定基

準に係る工事仕様 
についても記入してく

ださい 

長期優良住宅

認定図書およ

び図書省略さ

れた認定書等 
 
 

目視、出荷証明書又は

保証証により確認 
 

 



（裏面） 

 

確認年月日 確認事項 確認の概要  
工事完了時にお 
ける確認 

H◇.□.□ 
 
 
 

長期優良住宅に係る、劣

化,耐震,可変,維持,バリ

ア,省エネについても記

入してください 

目視、工事写真、出荷証明書又は保証

証、長期優良住宅認定図書および図書

省略された認定書等により確認 

注意年月日 注意の概要 工事施工者の対応と建築主に対する報告の

概要 
 

工事施工者に与 
えた注意  

 
 
 

 
 

 

 

意見を聴い

た年月日 

 

意見を聴いた者の住所及び

氏名 
意見を聴いた者

の勤務先の住 
所 及び名称 

 
意見を聴いた事項 

 
 
建築設備に係

る意見  
 
 
 

 
 
     

 
  
 
電話    番

 
 
 

◇.○.○ 軽微な変更：設計変更①（基礎形状の変更）による 
◇.×.× 軽微な変更：設計変更②（配置の変更）による  
◇.△.△ 変更認定：設計変更③（床面積の変更）による 
 
  
 

 
備    考 
 

 
 

〔記入注意〕 １ 工事監理を共同で行った場合においては、連名で報告して  
く だ さ い 。 

      ２ 「工事種別」の欄は、該当するものを○で囲んでください。 
      ３ 「工事期間における主要な設計変更」の欄の変更の概要につ 

いては、変更の内容、変更の理由等の概要を記入してください。 
      ４ 「工事担当者（職長等）に与えた注意」の欄は、設計図書と 

施工との相違について是正の指示した事項を記入してください。 
      ５ 「建築設備に係る意見」の欄は、建築士法第２０条第５項に 

規定する場合に記入してください。 
      ６ 備考」の欄は、工事監理に関して特に報告すべき事項等を記 

入してください。 
      ７ ここに記入しきれない場合には、別紙に書いて添えてください。 

 


